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論説

第4章 イギリスの戦略爆撃

第1節対独戦略爆撃の開始

戦局悪化のなかでの首相就任

1940年5月10日、チャーチルは、ネヴイル・チェンパレンに代わって首

相に就任した。彼は、前年の9月3日にチェンパレン保守党内閣の海軍大

臣に就任していたが、その日は、 ドイツ軍が1日にポーランドへ軍事侵攻

を開始した事態を受けて英仏両国が対独宣戦布告を行い、第二次世界大戦

が始まった日であった。大戦の開始後、西部戦線ではイギリス・フランス

両軍とドイツ軍が本格的な戦火を交えない「まがい物の戦争J(phony 

war)といわれる状況が続いていた。しかしドイツ軍は、 40年4月、ノル

ウェーに進軍し、イギリス・フランス両軍が応戦した。チャーチルも海軍

大臣として関わったノルウェ一作戦は失敗し、チェンパレンが責任を問わ

れることになった。さらにドイツ軍は、 5月10日、オランダ、ベルギー、

ルクセンブルクに対して「電撃戦」を開始し、西部戦線で本格的な軍事行

動に打って出た。チャーチルが首相に就任した日は、まさにこの日であっ

ふ 2-，、_0 

チャーチルは、 65歳になっていた。 29年に当時の第二次スタンレー・

ボールドウイン保守党内閣の大蔵大臣を辞任して以降の10年にもわたる不

遇の時代、いわゆる「荒野の時代J(wilderness years) 3を耐えてきた

チャーチルは、海軍大臣として返り咲いた翌年、首相の地位にたどり着い

たのである。それだけに、国王ジョージ六世から首相を拝命した日の深夜、

万感胸に迫る思いであった。チャーチルは、次のように回顧している。

「ついに私は全局に対して命令を発する権力を握ったのである。私はあ

たかも運命とともに歩んでいるように感じた。そしてすべての私の過去
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の生活は、ただこの時、この試練のための準備にすぎなかったように感

じた¥J

チャーチルは、挙国一致の内閣を組織するため、労働党からは党首のク

レメント・アトリーを玉璽尚書、アーネスト・ベヴインを労働大臣、また、

自由党からはサー・アーチボールド・シンクレアを空箪大臣に迎え入れ

た5。組閣をほぼ終えた彼は、 5月13日に首相としての初めての下院演説

に臨み、次のように力強く訴えた。

「私は、新内閣の閣僚に述べたことをここで本院の皆さんにも申し上げ

たい。『私が差し出せるのは、血と労苦と涙と汗のみです。J

我々の前途には過酷きわまりない試練が待ち受けています。戦いと苦

しみの長い長い月日が待ち受けているのです。我々の政策は何かと問わ

れるなら、私はこう答えたい。戦うことである。海で、陸で、空で、

我々のもてる力と神が我々に与え得る力のすべてを尽くして戦うことで

あり、人類が犯してきた陰欝で嘆かわしい罪悪の中でも最悪の暴政に対

して戦うことであります。それが我々の政策なのです。

我々の目的は何かと問われるなら、私は一言で答えることができます。

勝利である、と。いかなる犠牲を払おうと勝利、いかなる恐怖に襲われ

ようと勝利、いかに長く険しい道であろうと勝利。なぜなら、勝利なく

しては生き残れないからです60J

チャーチルは、「言葉の力J(power of words)を信じた政治家であった。

そして、「言葉は彼の最も説得力ある武器Jともなった70戦時の指導者と

して彼は、議会やラジオの演説などを通して、厳しい戦局のなかでも勝利

のために国民を鼓舞し続けたのである。

戦争指導は、新たに創設された国防大臣を兼務するチャーチルを中心と
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して、戦時内閣 (WarCabinet)が責任を負うこととなった。戦時内閣の

他の構成員は、労働党のアトリーと副党首のアーサー・グリーンウッド、

枢密院議長に就いたチェンパレン、外相に留任したハリファックス子爵で

あり、当初はわずか5名であった80

このようにチャーチルは、チェンパレン前首相とハリファックス外相を

戦時内閣に迎え入れなければならなかった。ノルウェー作戦の失敗に対す

る国民の非難は、海軍相のチャーチルではなく対独宥和政策を推し進めて

きたチェンパレンに向けられたが、後継首相をめぐってチェンパレンがハ

リファックスを推したことなどにより保守党内では権力闘争が続いていた

からである。首相就任にあたってチャーチルは、労働党の支持は得ること

はできたものの、保守党内からの支持は決して十分なものではなかった90

先述の5月13日の下院での演説の際、議場に入ったチャーチルを拍手で迎

えたのは主に労働党の議員だけで、あった。他方、保守党議員は、チェンパ

レンに対しては、「立ち上がり、同情と敬意を熱烈に表明してj迎えた100

このことは、チャーチルの政権基盤の脆弱性を象徴する出来事であった。

戦局が悪化するなかで首相に就任したチャーチルは、国内での政治的な

「戦い」にも直面していたのである。

首相就任直後からの戦略爆撃

ドイツ軍がオランダやベルギーへの進撃を続け、イギリス遠征軍やフラ

ンス軍が劣勢に立たされるなか、チャーチルはドイツへの空爆に乗り出し

た110 イギリス空軍の爆撃機軍団 (BomberCommand)は、 1940年5月

11日から12日にかけて、 37機の爆撃機でメンヒェングラートドバッハの道

路や鉄道といった交通網を空爆した。この空爆は、 ドイツの都市への戦時

の最初の攻撃となった12。

そしてチャーチルは、 ドイツへの戦略爆撃について検討を開始した。戦

略爆撃とは、イギリス空軍参謀本部によると、以下のような構想である。
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「戦略的な空軍の攻勢とは、敵国の戦争手段ないし戦争継続の意志を破

壊することを目的として、直接敵国を攻撃するための手段である。これ

自体が勝利を達成するような手段となることもあり得るし、また他の軍

隊による勝利達成を助ける手段となることもあり得る。この攻撃のみが

敵の中心部に対し直ちに直接かつ破壊的な作用を及ぼし得る点において、

従来のいかなる攻撃方法とも異なっている130J

戦略爆撃は、 ドイツ本土の諸都市に対して「直ちに直接かっ破壊的な作

用」を及ぼすことを目指すものであった。戦略爆撃について初めて議論さ

れた5月12日の戦時内閣の閣議では、冒頭で「軍事的には、例えば、ルー

ル地方といった敵の重要拠点をできるだけ早く攻撃することが原則として

望ましいjとの参謀長の見解が示された。これを受けて討議が行われ、最

後にチャーチルが、「もはや我々は、『無制限な』航空機による軍事行動を

開始することについてこれまでのような良心の阿責をもちえない。敵は、

すでに我々が敵国に報復を行うことを正当化するに十分な理由を与えてい

るJとの考えを示した。彼は、参謀長の見解を支持したのである。しかし、

この閣議には、アトリーとグリーンウッドが出席していなかったため、引

き続き議論することとなった140

翌日日の閣議は、アトリーとグリーンウッドも出席して開催された。閣

議では、 ドイツ最大の工業地帯であるルール地方の石油精製所や鉄道の操

車場への重爆撃機による空爆を14日から15日の夜に実施するかどうかにつ

いて討議された。結論としては、戦況を見極めるために3-4日間ほど決

定を先送りすることとなった。併せて、戦況を注視しながら、毎日、空爆

の実施について検討を続けていくことも確認された150

5月14日、 ドイツ軍はロッテルダムの中心部に大規模な爆撃を行った。

そしてオランダは、翌日日に降伏するに至った160 こうした戦況のなかで、

15日の閣議においてチヤ}チルは、「戦時内閣はドイツに大きな打撃を与
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えるために直ちに行動をとることで一致したjと述べ、ルール地方への空

爆をついに決定した。彼は、この攻撃が、「ドイツ国民に対して我々が激

しい攻撃を行う意志と力を保持していることを悟らせることになる」と述

べ、敵国の国民に心理的な影響を及ぼすことも重視しているとの考えを明

らかにした。そしてチャーチルは、この作戦が今夜実施される予定である

とした170

こうしてチャーチルは対独爆撃に積極的な立場をとったが、アトリーも

また強く支持した。アトリーは、戦時中、チャーチルとともに対独爆撃を

支持し続けることになるのである180

イギリス空軍の爆撃機軍団は、 15日から16日にかけての深夜、 99機の爆

撃機でルール地方への空爆を敢行した。ここに、戦略爆撃によるドイツ本

土への反撃が開始されたのである19。イギリス空軍のルール地方への戦略

爆撃は、 ドイツ軍のロッテルダム空爆への報復として行われたものではな

く、すでにチャーチルの首相就任直後から検討されていたのであった200

こうしてチャーチルは対独戦略爆撃に本格的に着手したが、戦間期や第

二次世界大戦勃発直後には、一般市民も無差別に攻撃対象となった第一次

世界大戦の経験を踏まえ、戦略爆撃を自制しようとする試みがなされてい

た。ドイツ軍がポーランドに侵攻した1939年9月1日、ヨーロッパでの戦

争は回避できないと見なしたローズヴェルト大統領は、すべての関係国に

市民や無防備な都市への空爆を控えることを求めるアピールを行った。こ

れに対し、同日、ヒトラーが、ベルリンのアメリカ代理大使にドイツ空軍

は軍事目標のみを攻撃するということをローズヴ、エルトに保証することな

どを伝え、またチェンパレンも、同じような保証を与える考えを示した。

さらに、 3日に英仏両国政府は、敵国が無差別爆撃を自制することを順守

しない場合にのみ同様な軍事行動を行う権利を留保する、という共同宣言

を発した。この宣言は、報復的な無差別攻撃を否定するものではなかった

が、両政府による自制的な姿勢を示したものではあった。しかし、無差別
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爆撃を自制しようとした各国の試みは、国際法上の合意に至らないままに

挫折していくことになった。その契機となったのが、 39年9月17日から始

まったドイツ軍のポーランドの首都ワルシャワへの空爆で、あり、また上述

の翌40年5月以降のイギリス空軍のドイツへの爆撃であったのである210

第2節 ダンケルクからの撤退とフランスの敗北

ダイナモ作戦の発動

対独戦略爆撃は開始したものの、英仏連合国軍を取り巻く戦況は厳しさ

を増し、チャーチルは首相就任早々、圧倒的なドイツ箪の進撃によって窮

地に立たされた。オランダはすでに1940年5月15日に降伏したが、連合国

軍はベルギーでも苦戦を強いられていた。英仏軍は当初、ベルギー軍とと

もにイギリス海峡からスイス国境まで切れ目のない対独抵抗線を築こうと

した。しかしドイツ軍は、予想に反してベルギー南東部のアルデンヌを突

破して進撃を続け、 20日には海峡沿いの海岸線に到達した。連合国軍は、

海峡近くのフランスのダンケルク周辺に追い詰められていた220

そのためイギリス政府は、 5月26日、ダンケルクからイギリス遠征軍の

兵士を撤退させる作戦「暗号名DYNAMO(ダイナモJJを発動し、翌27

日から作戦を実施した。ダイナモ作戦においては、イギリス海軍やフラン

ス海軍の艦艇のみならず、 トロール漁船、沿岸貨物船、曳き船、大型ボー

ト、船舶用救命艇、漁船、河川用遊覧船、外輪船、小型遊覧船といった小

型船舶までも動員した大胆な救出が敢行された。一方ドイツ空軍は、将兵

を満載した艦艇や船舶に対して容赦ない攻撃を加えた。これに対しイギリ

ス空軍が応戦するなかで撤退は続けられたのであった23。

チャーチルは、ダンケルクからの撤退という非常に困難な作戦に臨む一

方で、国内では戦争遂行のあり方をめぐり重大な論争に直面していた。そ

れは、戦時内閣において 5月24日から 5日間にわたって行われたハリ
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ファックスとの論争である。この論争では、ベニート・ムツソリーニ首相

にイタリアの参戦を思いとどまらせようとするフランスからの働きかけ、

また、それと関連する形でのムッソリーニを通したドイツへの講和の働き

かけに関する議論などが複雑に絡みあいながら展開した。なかでも、 ドイ

ツとの講和交渉を模索するハリファックスと、それに対して当初は懐疑的

な立場を示しつつも最終的には強く反対するに至ったチャーチルとの論争

は激しいものがあった240

ダンケルクからの撤退の推移が見通せないことにくわえ、 28日の早朝に

はベルギーがドイツ軍に降伏し戦局の悪化も深刻化していた。こうしたな

か、チャーチルは28日に議会に出席し、「議会は、辛くて苦しい報告を受

ける心構えをしていただきたい」と戦局の厳しさを率直に語った。その後

彼は、戦時内閣以外の二五名ほどの閣僚と全体閣議を開催した。その席で

彼は、「もちろんダンケルクで何が起ころうとも、我々は戦い続けるだけ

であります」と述べた。するとチャーチルを驚かせることが起きた。その

時の様子を彼は次のように書き記している。

「多くの閣僚がテーブルから飛び上がるようにして立ち、私の椅子のそ

ばに駆け寄り、大きな声を出しながら私の背中をたたいたのである。こ

の時、もし私が国家の指導においていささかでも動揺していたならば、

疑いもなく首相の座を追われていたことであろう。閣僚の全員が、敵の

前に屈するよりは、今にも命を投げ出し、家族や財産を破壊される覚悟

を決めていることが、私にはよくわかった。この点において、彼らは、

下院とほとんどすべての国民を代表していたのである250J

全体閣議での閣僚たちからの励ましに意を強くしたチャーチルは、その

後、戦時内閣の閣議に臨み、ムッソリーニへの働きかけを拒否すること、

すなわち、 ドイツとの講和ではなく戦争を継続することについて合意を得
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ることができたのであるお。

アメリカ参戦までのイギリスの軍事戦略

チャーチルは、 ドイツに対する徹底抗戦ということで戦時内閣をまとめ

ることができたものの、イギリス参謀長委員会 (Chiefsof Staff Committee) 

は、対独戦争遂行に関して厳しい見解を示していた。参謀長委員会は、ダ

イナモ作戦が開始される直前の1940年5月25日付で「ある不測の事態 (a

certain Eventuality)におけるイギリスの戦略」と題した戦時内閣に提出

するための報告書を作成した。この報告書は、「ある不測の事態」、すなわ

ち、フランスの陥落、イギリス遠征軍の壊滅、またはフランス政府のドイ

ツとの講和、といった事態が生じた場合、イギリスが「単独」で戦い続け

るための手段について検討したものであった。参謀長委員会は、検討の結

果、①海外に資源の多くを依存するドイツへの経済的圧力、②石油資源や

交通網の要衝を主な目標とした本土への空爆、③占領地域での抵抗運動へ

の支援による転覆活動、といった三つの手段の組み合わせによって敗北さ

せることは可能であると結論づけた。そこでは、イギリス空軍による爆撃

も、対独勝利のための手段のーっとして明確に位置づけられた。しかし一

方で、「我々がドイツの敗北を確かなものとすることができるのは経済的

圧力のみであることを認識することが必要であろうJとの見解が示された

のである270

戦況としてはフランスが敗北し、イギリス「単独」でドイツと戦う可能

性は高まっていた。それにもかかわらず、軍事力を総動員した全面的な対

決ではなく、イギリス空軍による経済関連施設を目標とした攻撃などに

よってドイツ経済の破綻を早め、ナチス体制の内部崩壊を期待するという

「徹底して消極的な攻勢計画Jを打ち出したにすぎなかった。なぜなら、

ヨーロッパ戦線からほぼすべての陸軍を撤退させるダイナモ作戦を遂行す

るなかで、この時点ではドイツに打撃を与える手段は上記の三つしか残さ
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れていなかったからである。そして、以下で検討するように、その後一カ

月も経たないうちにフランスはドイツに敗北することとなった。報告書が

想定した極めて困難な事態に直面するなかで、この軍事戦略は、アメリカ

が参戦するまでの問、イギリスの基本戦略となったのである280

ダンケルクからの撤退完了

1940年6月4日、イギリスはダンケルクからの撤退を完了させた。ドイ

ツ軍の空からの攻撃によって多くの犠牲者を出し、また、大量の兵器を残

したままの撤退であったが、 33万8226名もの兵士を救出することができた。

その中には、 12万3095名のフランス軍兵士も含まれていた290 ダイナモ作

戦中、ダンケルクと英本土海岸を往復したのは、全部で海軍艦艇222隻と

先述の民間の小船舶665隻であった。なかでも小船舶の貢献は大きいもの

であり、それぞれ数百名から 5、6名を乗せ、合わせて8万名を超す将兵

を救出した。さらに、イギリス人のみならずカナダ人やポーランド人のパ

イロットも加わったイギリス戦闘機隊は、 ドイツ空軍機と激しい空中戦を

繰り広げた。 9日間の作戦中、 176機のドイツ軍機が撃墜され、一方イギ

リス軍機の損害は106機となった。作戦においてイギリス空軍が果たした

役割もまた大きいものであった300

チャーチルは、ダンケルクからの撤退完了を受けて6月4日に下院で演

説を行った。彼はまず、「我々はこの救出を勝利という意味に受け取らな

いよう、十分に注意しなければなりません。撤退によって戦争に勝つこと

はできないのです。」と述べ、撤退のもつ意味を冷静に説いた。そのうえ

でチャーチルは、戦争を戦い抜く決意に揺らぎがないことを力強く訴えた。

i(中略)我々は、いかなる犠牲を払っても本土を守り抜くでしょう。

我々は、海岸で戦い、上陸地点で戦い、野原や市街で戦い、山中で戦う

でしょう。我々は決して降伏しません (Weshall never surrender) 310 J 
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この演説について、チャーチルの秘書官であったジョン・コルヴィルは、

「すばらしい演説で、明らかに下院〔議員〕は感動していた」と日記に記

している320 5月28日の戦時内閣の閣議でドイツとの戦争継続の合意を勝

ちとっていたチャーチルは、議会でも自らの戦争方針に対する支持を得る

ことができた。ここにチャーチルは、国内での政治的な「戦いJにまずは

辛うじて勝利し、以後、政権基盤を徐々に、しかし着実に固めていくこと

になるのである330

彼はこの演説でドイツに対して断固として戦う方針を前面に打ち出した

が、戦況が依然として厳しいことを認識していたのもまたチャーチルで

あった。彼は演説の最後に次のように述べた。

「たとえ、私は一瞬たりともそのようになるとは信じませんが、本土あ

るいはその大部分が征服され、飢えに苦しむようになっても、海を隔て

た我が帝国は、イギリス海軍を武器とし、それに守られて戦いを続け、

そして、いつか必ず新世界がその全力をあげて、旧世界の救援と解放に

立ち上がる日を迎えるでありましょう340J

チャーチルが述べた「新世界」とはアメリカのことであった。前述(第

3章第1節)のように、彼はアメリカの支援と参戦に強い希望を抱いてい

た。チャーチルは、首相就任時から退任時までアメリカとの関係を堅持す

ることを自らの戦争政策の中心に据えていたのである350 しかし、アメリ

カの参戦の見通しは全く立っていなかった。

「最も輝かしい時」

イギリスがダンケルクからの撤退を完了した翌日の1940年6月5日、 ド

イツ軍は、パリを目指してフランス南方への本格的な攻撃を開始した360
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フランスは、 ドイツ軍の侵攻を阻止することができないなかで、アメリカ

の参戦やイギリス空軍の増援を求めた。しかし、この時点でもアメリカは

依然として参戦を拒否し、またイギリスも、本土防衛に備える必要がある

ことから、さらなる空軍の派遣を行うことはできなかった37。戦闘機軍団

最高司令官のヒュー・ダウデイング中将は、「英本土の防衛責任がもてない、

もしこれ以上、戦闘機がフランスの戦闘につぎ込まれるなら辞任するjと

イギリス空軍の増援を断固として拒否していたのである380

ドイツ軍は、 6月14日にパリを無血占領した。また10日には、イタリア

が、イギリスとフランスに宣戦布告をし、フランスへの侵入を開始してい

た。 18日、チャーチルは、フランスの降伏が避けられない状況のなかで、

国民にラジオを通して語りかけた。

「バトル・オブ・ブリテン(イギリスの戦い (theBattle of BritainJ) 

が始まろうとしています。キリスト教文明の生存はこの戦いにかかって

いるのです。我々イギリスの生命、そして、我が国の諸制度と我が帝国

の長きにわたる存続は、この戦いにかかっているのです。(中略)それ

ゆえに我々は、奮起して自らの義務に当たり、そして、イギリスの帝国

と連邦が千年続いたならば、『これが彼らの最も輝かしい時(their 

finest hour)であった』と後世の人々が語るように行動しましょう 390J

このようにチャーチルは、厳しい戦局のなかでも国民を鼓舞し続けた。

しかし、 6月22日には独仏休戦協定が調印されるに至った40。ここにイギ

リスは、帝国諸国とともにドイツと孤立した戦いを強いられることになっ

たのである410

フランスが敗北し、ダンケルクからの撤退によってヨーロッパ戦線で陸

軍を展開できない状況下で、チャーチルにとってヒトラーに勝利するため

のほぼ唯一の戦争遂行手段となったのが、すでに実施している対独戦略爆
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撃であった。それは、前述の参謀長委員会による軍事戦略でも重要な遂行

手段のーっとされていた。 7月8日、彼は、航空機生産担当相ビーヴァー

ブルック卿に次のような書簡を送った。

「現在の厳しい危機的な状況を考慮すると、戦闘機は必要であり、我々

が敵の攻撃を打ち負かすまで戦闘機の生産は主要な検討事項である。し

かし、我々がいかにして戦争に勝利できるのかについて考えた時、私は

唯一の確かな道を見出した。〔たしかに〕我々は、ドイツの軍事力に打

ち勝つ陸軍を大陸で保持していない。(中略)しかし、ヒトラーを後退

させ、打倒できることがただ一つある。それは、我が固から発進する超

重爆撃機によってナチス本国に対して完膚なきまでの破壊的な攻撃

Cabso!ute!y devastating， exterminating attack)を加えることである。

我々は、この手段によってナチスに勝利できるし、それなしには活路を

見出すことはできない420J

「和平提案」の拒否と英本土攻撃前夜

1940年7月19日、ヒトラーは、議会での演説において以下のようなイギ

リスへの「和平提案JCPeace Offer)を明らかにした。

「この時にあたって、もう一度イギリスその他における理性と常識に訴

えることは私自身の良心が命ずる義務であると考える。私は、恩恵を哀

願する敗者ではなく、道理の名においてものを言う勝者であるがゆえに、

この訴えをなし得る立場にある。この戦争が今後続けられなければなら

ない理由はない。私はそのために生ずる犠牲を，思って心を痛めるもので

ある。(中略)あるいはチャーチルは、私のこの声明をもって恐怖心と

最後の勝利に対する疑念から生まれたものとして一蹴するかもしれない。

もしそうなれば、今後発生する事柄に関しては、私は良心の責から逃れ

(龍法 '22)54-4， 189 (1201) 



論説

るわけである430J

さらにヒトラーは、スウェーデン、アメリカ、ローマ教皇庁を通して

「和平提案」を実現させるべく外交的な働きかけを行った。しかしチャー

チルは、この提案を「事実において平和を提供しようとしたのではなかっ

た。イギリスが維持しようとして戦争を開始したすべてのものを放棄せし

めようとしたのであった」と評価し、応じるつもりはなかった。そして、

このヒトラーの提案に対しては、 7月22日、ハリファックス外相がラジオ

を通して明確に拒否した。彼は、ヒトラーの描くヨーロッパ像とイギリス

が戦いを通じて求めるヨーロッパ像とを比較しながら、「我々は自由が確

保されるまで戦うことをやめるつもりはない」と表明したのである440

その後もドイツによる外交的な働きかけは続き、 8月3日にはスウェー

デン国王からの打診があった。これを受けてチャーチルは、和平に関する

次のような考えを外相に伝え、これがイギリスの基本的な立場となった。

iC中略)ドイツにとって、 1918年におけるがごとく休戦を請い、また、

和平のためにその提案を発表することは常に可能であろう。ただし、こ

のような請願あるいは提案が一顧をも受ける前に、チェコスロヴァキア、

ポーランド、ノルウェー、デンマーク、オランダ、ベルギー、わけでも

フランスの自由にして独立した生存の回復、それと同時に一般的平和に

おけるイギリスとイギリス帝国の有効な安全を確実なものとする事実上

の保障が、言葉ではなく行為をもってドイツによって示されなければな

らないのである450J

他方、ヒトラーは、「和平提案」をイギリス政府に示す一方で、英本土

への攻撃準備を着々と進めていた。彼は、 7月16日、英本土上陸作戦「暗

号名SEALION [シーライオン(アシカ)JJのための詳細な計画策定を関
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始することを命ずる指令第16号を発出するに至った。さらにヒトラーは、

8月1日、イギリス空軍とその関連施設に対する攻撃を命ずる指令第17号

を発出した。これは、「シーライオン」作戦を実施する前に、イギリス空

軍の防空能力にできるだけ打撃を与えて制空権を握るための指令であった。

そして、この指令に沿った形で、ヘルマン・ゲーリング空軍総司令官は、

「暗号名ADLERTAG(アドラーターク(鷹の日)JJ作戦を 5日に発動す

る計画を立案した460

次節では、ドイツ空軍の英本土攻撃に対するイギリス空軍の戦い、いわ

ゆる「バトル・オブ・ブリテン」、そして、 ドイツ空軍によるロンドンを

はじめとする各都市への激しい空爆について考察する。
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